
カラマツ種子の蒔付時期について

高 fjj 男 (1)

本道のカラマツの種子の蒔付は原産地であるところの長野山梨地方にならって一般に春行われている

が，その蒔付時期はトドマツに準じて行われているようである。長野地方も蒔付適期は地方によって異な

り，カラマヲ苗木の主産地であるところの波田村では畑地に蒔くが 4 月 25 日ころがよいといわれ，蒔付

床として水田を利用しているところの川上村では 5 月 10 日ころに蒔付を行っている c 長野地方のあまり

距離の遠くないこの二つの15木の産地で蒔付時期の異なる向山は，気候上の多少の差にもあるであろう

が，その他に発芽促進の実施にもよるように思う。なぜならば. l彦、団地方て、は蒔付前に発芽促進を行わな

い場合が多く，行つでも浸水を行う程度である。しかし. )I[上地方では浸水後屋内で、芽出しまきを行って

いる。現地の養苗業者の言によれば，波田では発芽促進を行わない方がよいといい，川上村では発芽促進

を行った方がよいとし、うっ

以上のような長野地方の事情から本道では発芽促進を行った方がよいか行わない方がよいか，また，そ

の適期はいつかを知るために，本道で普通に行っている砂中埋蔵および低温処理を行った種子と行わない

種子につLfて一定量の種を定期的に苗床に蒔付してその得首数を調査したつなお，この試験は昭和 27 年

野l幌苗畑において行い，主~ 28 年は豊平苗畑において行ったものであり，試験の遂行には西山幸次，菊田

信吾の両氏に負うところが多かったのでここに厚く御礼を巾し上げる、

I 昭和 27 年野幌苗畑における試験

1.方法

試験に用いた種子は 26 年野幌試験林から採取したもので，その検定発芽率は 33.0% であったへこの

種子を 199 (1 mコの蒔付量〕ずつ 14 個の布包とし，そのうち，半数の 7 個は蒔付前 10 日間砂中埋蔵

を行い，残りの 7 個は蒔イJ期日まで屋内の冷温の室内にTr-ftl~ したn 砂中埋蔵法は種子を水に 24 時間浸漬

した後野外に砂を{J)l:った中に深さ 5cm となるように蒔付当日まで埋蔵した。試験床としてlO cm~ のも

の 2 カ処設定し， これに来日巴を入れた後て、 1m x 1m の IE方%に区劃した。 この床に一定期間ごとに砂

中埋蔵種子 1 個，如、処王立!種子l(回を蒔付した。また，時付I時期は次のようにした。

第 1 回 3 月 26 日 無処J'fI1種子，埋蔵種子

第 2 回

第 3 国

第 4 回

第 5 回

第 6 回

第 7 回

4 月 10 日

4 月 25 日

5 月 10 日

5 月 25 日

6 月 10 日

6 月 29 日

11 11 

グ 11 

'1 " 
グ 。，

グ " 
グ グ

蒔付後はただちにウスプルシ 800 似液を 1 m2 当り 2.51 をj散布した。

(1) 北海道支場造林研究室長
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緩成2. 

地温の観側

4 月 1 日から 6 月末まで毎日 10地中に百五付された種子の発芽環境としての地温の経過を知るために，

時. 14 n守における地表温度(地 1'- 0~1 cm) を測定した結果を. 5 日ごとの平均値をもって示せば第 1

表のとおりであるむ

VI 月

27 年苗畑地温成績(野幌1. 0 cm) 

1V月 v 月

10 時 I 14 時 I 10 時 I 11 時 I 10 時 |14 時

第 1 表
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第 1 表によれば最低温度は 8~9C とされているが，カラマツの種子の発芥最巡温度は 26~30C C. 

ま10 rl寺の地温が最低温度に達するのは 4 月 26-30 日にはじまり，最適温度には 6 月末まで達しない

た. 14rヰの地慌についてみると，発:~:の最低温度に注するのは 4 月 21 日 ~25 日であるが最適温度には達

していない}

種子の発芽および得-m数

先に述べたようにして時付を行った試験床について発茶の開始期日，時付後発芽開始までの所要日数，

20 cmx25 cm の襟準区を設10 月末に各区の中央;にまた，9 月 15 日における生立本数を制査した。
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首長 10cm 以上のもその中の全Wî木を抑り取り形態調査を行ったが，各標準区の全苗木のうち，定し，

この比率を全生立本数に乗じて各試験区ごとの 10cm 以上の苗木の得苗数を算出した

結*は，第 2 表のとおりである z

のの比率を求め，

発芽開始期時は第 1 図に示すように埋放処理および無処理種子とも蒔付時期のおくれにしたがって発芽

開始もほぼ平行しておくれ，また，同時に蒔付された場合にはi虫蔵種子は無処理種子より早く発J1:する。

しかるに発芽所要日数についてみると無処Hll種子は第 1 固から第 3 固まで，すなわち， 4 月 25 日までは蒔

付時期がおくれるにしたがって所要日数が少なくなり，その後 5 月 25 日まではほぼ差がない。そして 6
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細組胃，晴事日紋

月 10 日には著しく所要日数が少ない。

埋蔵処理種子についてみると，一般に

無処珂種子より所要日数は少なく，ま

た，無処理♂種子と同榛蒔イ寸時期がおく

れるとともに所要日数もまた少なくな

るが，その経過は 5 月 10 日が最も少な

く，その後はふたたび多くなっている。

また，所要日数に対する砂rl ↑埋蔵処

同12)手1% 今和% 2泊
理の効果を比較するために，前処理の

蒔付時期と発芽開始期，所要日数の関係 (27 if) 第 1 図所要日数の差をとってみると 5 月 10 日

蒔付の場合に差が最大となってその後は君主が少なくなる。すなわち，埋蔵処理が発:f所要日数に及ぼす効

果は 5 月 10 日に最も大きくなっている υ

10'時の地温は 4 月中はきわめて{1~ く， 100 C 以下で以上の発芽経過を苗rlTIの地混と対照してみると，

4 月上旬から 4 月 25 日までは次第にと昇している。これあって種子の発芽に(土不適当な温度であるが，

はカラマ γ の無処ml種子の発~，所要日数が蒔f0時期のおくれるほど少なくなることの)lj(因となっていると

4 月 25 日以降 5 汀 25 日まいえよう。また， 14 時の地混についても同じように考えられる"ところが，

では 10 時の地温は 9.50C~12.6GC であってあまり上昇していないc また， 14 r待の地温も 5 月 6 日~

10 日の聞が高くなっているが，その他は 10 時と同じ傾向にある。これは 4 月 25 日から 5 月 25 日まで

6 月になると 10 時， 14 時のU\'H種子の発立:所要日数に差が少ないことの原因となっているように思う

とも地温が著しく上昇して種子の発芽を早めることになるであろう。

t~!政処理種子の発芽の経過と地温の関係をみると， 4 月 25 日以前は無処理種子と同じ理由によって所

5 月 10 日蒔付の場合に所要日数が少なくなって4 月 25 日 ~5 月 25 日の間は，要日数が減少するが，

いるのは 5 月 6 日 ~10 日の 14 時の地温が著しく高く，その後間かに-r りふたたび上昇しているので苗畑

の土壊水分との関係から発芽の早さに関しては 5 月 10 日が蒔付の適期であるように考えられる。すなわ

5 月中旬から気温が急に上昇

するとともに地表は乾燥するので 5 月 10 日以、降の蒔付は地温の関係ではおくれる方がのぞましいが， 5 

ち，当商rlUでは通常 4 月上旬に/iitI!雪し 5 月上旬までは土壌が湿潤であるが，

月中旬以降は土壌が乾燥するのでこれより遅れて蒔付することは土壌水分の関係からかえって発芽をおく

らせることとなるであろう c

つぎに時付期日から発芽開始期日の前日までの平均地温および同じ期間の積算温度(平均地温に所要日

数を乗じたもの〕を算出すれば第 3 表のとおりである c
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発"5]-:開始前の平均地温と積算温度 (27 年)

6 

務 3 表

回

蒔付期 日

無処理主種子の日寺付時l期と発芽前の平

均地湿の関係をみると. 10 時. 14 時

ともに時付時期がおくれるにしたがっ

て平均地温は上昇している。埋蔵処潔

種子の場合には平均地温は無処理種子

の場合と同様に蒔付時期のおくれとと

ー-〆下京

注

積
草
温
度
低

加

もに上昇しているが，無処理種子の場

加

合より一般に低い地温で発芽してい
m j閃

る。そして 5 月 10 日蒔付の場合の 14

時の地温は無処理種子の同時期蒔付の

I:vVl 2X 唱守与合ちYW~c 

7][ 

場合より 3.1 0 C 低い c
積算温度と発亦所要日数の関係 (27 年〕第 2 図

つぎに種子の発月泊目の積算温度についてみると，無処Jjj!種子では発:o)Jô所要日数が 3 月 26 日から 4 月 25

日まで少なくなるにかかわらず，この期間の積算温度(特に 14 時〕がほぼ等しいのはこの期間の蒔付の

ある一定の積算温度(約 280つ C) に達して後発芽すると考すなわち，種子は強く温度の影響をうける J

えられる。そして 4 月 25 日 ~5 月 25 日間蒔付の場合には発芽所要日数がほぼ等しL 、にかかわらず，積

算温度が著しく異なるのはこの期間の発芽は温度〔積算温度)のみによらず，他に土壌水分等のような影

響があるように思う。

3 月 26 日から 5 月 10 日まで発芽所要日数が次第に少なくなるにもかかわら埋蔵処理種子の場合には，

この矧IUlの発加工積算温度の影響によって発芽する。すなわち，積算温度ず積算温度がほぼ等しいのは，

5 月 25 日以降の蒔付の場合は158~180G C (平均)に達した後に発~::すると考えられるつしかしながら，

積算温度が等ししかっ発芽所要日数も等しいが，積算温度の値が 5 月 10 日以前より著しく高いのは，

積算温度のほかに他の環境要素の影紳があるものと思うコ
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なお，発却す妥日数に影刊すると考えられる積算混度が無処珂ー種子と埋蔵処IÆ種子で%なるのは，無処

理種子は時付後にl汲水して発芽に至るが，砂rjコ埋蔵された種子は蒔H前tこすでに吸水して発芽の経過が進

んでいるので当然、積Jj(温度は低くなるわけである

発芽した稚商は秋に成績を調査するまでの聞は，通常の苗畑管既にしたがって消毒追胞を行ったが，各

区ともほぼ消失するものがなかったマただし，前木の成長に関しては清恵な苗畑を使HJ しているためにあ

まり良好とはし、えないようである。

9 月 15 日に全試験区について生立本数を調査した結果によれば，一般に蒔付時期が早いはど生立本数

は多くなるが，無処J!H種子の場合には 5 月 25 日蒔付が，また埋蔵処理種子で・は 5 月 10 日時付のものが

この一般的傾向のほかにやや多くなっている 埋蔵処理種子の 5 月 10 日蒔付区が生立本数の多いのは，

発芽所要日数が地温との関係によって少なくなることと，同様の15(因によることが考えられる 3 また，無

処斑種子の場合にはその原因がわからないが，本年の特殊気候によるものと考えられる。すなわち，この

地方では 5 月， 6 月の降水量は通常 60m 111 であるが，本年は 5 月は平年に近く 6 月は平年のはぼ倍量であ

った そして 5 月 25 日 ~6 月 19 日 (26 日〉間に降水日数は 17 日あり，快晴日数は僚かに 2 日しかなか

った このように降雨による水分多量と地温の上昇によって発芳2の出揃L 、を良好にしたものと思われる 3

10 月下旬に各試験区の標準地内の全苗木を掘り取って調査し，苗長 10cI11以上の苗木の収得率につい

てみると， ~民主1Wll. 開放処珂種子ともに蒔付時j坊がおくれるにしたがって著しく少なくたっている。すな

わち，蒔付時期の早いほど苗木の成長ばよいことになる。

つぎに 9 月における全生立本数に標準区のlO cm 上の得百率を乗じて各試験区の 10cm 上の得荷数を

みると，無処理種子では蒔付時期が早し、ほど大きくなっている J また，埋蔵処理ー種子では 3 月 26 日から

4 月 25 日までは時付時期がおくれるにしたがって得首数が少なくなるが. 5 月 10 日にふたたび上昇し

て 5 月 25 日以降は皆無となっている c

3. 総括

以上を総括すれば無処理種子の場合には，発t3~の開始は蒔付時期の早いほど早<.発芽所要日数は 4 月

25 日までは地混のと昇にしたがって少なくなるが. 4 月 25 日以降はこのような関係がない すなわち，

4 月 25 日以前に蒔付けた種子の発芽は温度と関係があるが， 5 月 10 日以降は発芽がおくれ 6 月になっ

てから発見ミするために，他の影枠(土喫水分等)をうけると思う》発芽本数と 10cI11上の市木f11115ギは

時付が早いほど大きく，したがって，各区の 10cI11上の全得苗数は蒔付時期が早いほど多くなる}

j星放処IlIl鶴子の場合には発]~の開始期は早く日記L 、たものほど早いが，発]::所要日数は 5 月 10 日以前は

蒔付時期がおくれるほど地温の上昇にともなって少なくなる。そして 5 月 10 日以降にはこのような関係

がみられず，地温は上昇しても所要日数は多くなるコそれは無処理種子と同様に 5 月 25 日以降の蒔付は

6 月に発芽するため， 地温以外の影響をうけると考えられるつ 秋の生立本数は 5 月 10 日が長大である

が，その他の時期は蒔付時期がおくれるにしたがL 、少なくなるつ主ト;立本数に対する 10cm 以上の苗木の

比率は蒔付時期が早L 、ほど多いが， 秋の 10cI11以上の苗木の全得苗数は 4 月 25 日以前は蒔付時期が早

いほど多いが 4 月 25 日以後には 5 月 10 日蒔付の場合に最大となるっ すなわち， この地方では 4 月

10 日以前は気候ぬに蒔付が困難であるから埋蔵種子は 5 月 10 日蒔付が最もよい二 そしてその理由は，

地温がこのころ上昇し，しかも発芽前に土壌の乾燥等他の影響をうけることが少ないためであられ
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l 昭和 28 年量卒苗畑における試験

1.方法

試験にtlJI.、た種子は 26 年FF~竜地方で採取し， 1 カ年IUJ京悩の風穴貯蔵庫に貯蔵したもので， 28 年 2 月の

検定によれば発芽率 22% て・あったυ この種子をlO g (l!2 rn2 の蒔付量)ずつ 20 個をとり布包にし，

うち1O(悶は低温処rrHを i-=rい，他の 10 個を無j(J1J:_~lの種子として冷処に保存した， f1!Ç温処涯の種子は 28 年

2 刀 20 日に国戒を行った 1 試験!末は 10 m ~1 の床のものを 1 つ設定し，これに 1 rn2 ずつ基肥をほどこ

した後，幅 1m，長さ 50 crn の試後区に 20 等分した。この試験区に 4 月 24 Eiから 5 日ごとに低温処

理種子と j店主1J:fnl種子を各 1 間ずつ 10 lfllに分けて両手付した

時付時期は次のようにした。

第 1 回 4 月 24 日 ilI混処I耳I 無処珂l

第 21 11] 4 月 29 日 // 

第 31cU 5 月 4 日

第 4 匹| 5 月 9 日 'l M 

務 5 [i 11 5 月 14 日 '/ '/ 

第 6 同 5 月 19 日

ti'; 7 @I 5 月 24 日 // 

第 81íiJ 5 月 29 日

第 9 [i1] 6 月 3 日 // 

第 10 同 6 月 8 日

11!H、j後はただちにウスフ勺'" y 800 倍液を 1 m'l 当り 2.51 J散布した}

時付官寺j窃はlìり年は 3 月 26 日から開始したが，この地方は通常融雪期が 3 月末で，細雪後土壌が乾燥し.

iN.i付作業が可能になるのは 4 月 20 日以降であるため，フド:年は第 1 同を 4 月 24 日とした。

なお 5 月中旬に低温処J旦をしている場所の積雪がなくなり，温度の上昇のおそれがあったので，筏り

の稲子を取り出し「市年と同橡の方法で砂中埋蔵に移した。

2. 成績

i )地温の観測

前年と同橡に 4 月 1 日カ a ら 6 月 3 臼まで毎日 10 時， 14 時の 2 同，地表および地ド 5cm の温度を観

測した。その 5 日ごとの平均値を示すと第 4 表のとおりて、ある c

10 時の地表温度がカラマツ種子の発芽の最低温度に達するのは 4 月 26 日， 14 時の地表温度が発芽最

低温度に達するのは 4 月 6 日 ~10 日である乙これを前年に比較すると， 10 時の地表温度の発芽最低温度

に達する期目はほぼ等しいが， 14 時の発芽最低温度は前年より約 15 日早く現われている

地表温度は 10 時， 14 時とも 6 月中は発芽の最適温度に達しないが，これは前年と同様である。

ii) 種子の発芽および得苗数

前記のように Lて蒔付を行った試験床について発芽開始期日，蒔付後発芽開始までの所要日数， 6 月

18 日および 7 月 17 日における生立本数を調査したτ また， 7 月末に各試験区の中央に 20x25 crn2 の標
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平均

首長区を設定し，その仁l~の本数を 70 本になるように泡乗の苗木を間引した。 10 月下旬まで枯死苗の発生

はなかったので，各標準区内の全苗木を銅り取って形態調査を行ったU 各標準区内の全苗木のうち，苗長

9cm 以上のものの本数割合を求め，これを 7 月 17 日の劃験区生立本数に乗じて各試験区ごとの 9cm 以

上の苗木の収得数を求めた結果は第 5 表のとおりである J

発京開始期は第 3 図に示すように， 低温処理m処珂i種子ともに時付時期がおくれるにしたがっておく

れ，同時に時付された場合には低温処別種子が知、処理種子より早く発芽する J

V 

VI 

1~ 5 

6~10 

11~15 

16~20 

21~25 

26~30 

平均

発:!Jユ所要日数についてみると，無処

fl[)種子は 5 月 14 日までは蒔付時期が

おくれるにしたがし、所要日数も少なく

なるが，その後は所要日数に愛イヒがな

いc 低温処理種子の場合は 5 月 29 日

まで蒔付時期がおくれるにしたがって

所要日数もまた徐々に少なくなる。し

たがって，低温処理と無処理の場合の

所菱自数の差をみるると. 4 月 24日か

ら 5 月 9 日までは各国とも差がほぼ等

所
聖
回
世
但
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加

同
i1\温

J% 

ヰt

九九%丸事v ~ 2.iy現~ ~ 
第 3 図蒔付時期と発芽開始期，所要日数の関係 (28 年)

太線は発芽開始細線は所要日数
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第 5 表 28 年蒔付時期と得荷数の関係(豊平〕
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しいが， 5 月 14 日以降は両種子による差が次第に大きくなってし、くっすなわち，所要日数に対する低温

処理の効果は，前年の埋蔵処理の場合には 5 月 10 日時付の場合に最も大きく現われたが，本年は 5 月 9

日以前は 4 白 ~7 日で各問とも少ないが， 5 月 14 日以降次第に大きくなっている

以上の発芽縦過を前畑の地混と対照してみると，先に述べたように，種子の発芽最低温度に逮するのは

10 時の地温が 4 月 26 日 ~30 日， 14 時の地温は 4 月 6 日~1O日であるつ乾燥種子の発芽所要日数は 4 月

24 日から 5 月 14 日まで徐々に少なくなっているが， 4 月 25 日 ~5 月 9 日間地温も間かずつ上昇し 5

月 10 日 ~15 日は向かに下っている。これは前年と同様地視が発芽所要日数に対して 5 月 9 日までの蒔付 暗

に対して影響していると考えられる。ただし，前年はこの傾向は 4 月 25 日以前にみられたので、木作・は多

少時期が異なっている。つぎに 5 月 14 日から 5 月 29 日までは所要日数に明らかな主主が現われないが，

この間地温もまた明らかな上昇を示していない。

低温処fEf!種子の発芽経過と地温の関係についてみると，本年は 5 月 29 日蒔付まで所要日数は徐々に少

なくなっているが，地温は 5 月 10 日までは徐々に高くなり，その後は 5 月末まで上昇せずむしろやや低

い地温を示すっしたがって，この場合の所要日数の減少するのは 5 月上句までは地温の影響が考えられる

が， 5 月中旬以降は温度の影響は考えられず他に種子自身の発芽促進効果の増進等があったように思うす

なぜならば，本年は 5 月中旬に低温処期中の筏種子は掘り取って野外に砂中埋蔵を行ったからである。

つぎに蒔付期日から発芽開始日までの平均地温と同じ期間の積算淑度(前午・と同じ方法で算出した〕を

示すと第 6表のとおりである。

無処理種子の蒔付時期主発芽前の平均地温 (10 時， 14 時の平均〕の関係についてみると， 5 月 24 日
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回

第 6 表発芽開始lìíjの平均地温と積算温度 (28 年〉
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以前は各回の差ヵ:きわめて僅かであるが. 5 月 9 日まで上昇し，後 5 月 19 日まで下降し. 5 月 24 日か

らふたたび上昇している c 発芽所要日数は 5 月 14 日まで少なくなっているので，平均地湿の菱化とはが]

5 日間のずれがあるが，ほぽ地温の上昇にしたがって少なくなっているようである。また，低温処理種子

の場合，平均地温は無処斑種子とほぼ等しい経過をとっているが，最初の地温上昇の頂点は知、処珂!種子の

場合よりやや早く 5 月 4 日になっている。この場合も蒔付の初期 5 月 4 日までは地温の上昇にしたがって

発芽も早くなっているが. 5 月 4 日以降の地温の影響は明らかでなく低温処理中の発芽の進行によるもの

と考えられる。無処理および低温処理種子の平均地温を比較すると. 5 月 14 日以前では両処理の間の差

は1. 0" C 以下でほぼ温度の差がないが. 5 月 19 日以降の蒔付の場合には明らかに低温処玉虫の方が低い

温度で発芽していることがわかる

積算温度と発芽所要日数との関係をみると，第 4 図のように無処理種子では積算温度曲線と発芽所要日

数曲線がほぼ平行している。したがって，前年の試験では 4 月 25 日以前の蒔付の場合は発芽におI し一定

の積算混度の関係があるようにみえたが，本年は 4 月 24 日.tJ降の時付では種子の発芽に対する積算温度

の関係がないように考えられる

f!I温処理種子では 5 月 4 日以前の蒔

付の場合には積算温度は3480~3860 C 

で近い値を示しているが，発芽所要日

数は減少しているりしかるに 5 月 9 日

以降は積算」温度と発芽所要日数の両曲

線はほぼ平行している。したがって，

前年の埋蔵処理種子は 5 月 10 日以前

は発芽所要日数が積算温度と関係があ

るようにみえたが，木年の低温処理種

子は 5 月 4 日以前の蒔付の場合に所要
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第 4 図積算温度と発芽所要日数の関係 (28 年〉
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日数が積算温度と関係があると思われる。ただし，種子の発芽と積算温度の関係については将来の実験に

よって確かめたいc そして 5 月 9 日以降は両者の聞に一定の限界がないようである c

なお，発芽所要日数に関係する積算温度限界は前年でも無処理種子と埋蔵処理種子で著しし、差ぷあった

が，前年の埋蔵処理と本年の低温処理種子との間にも著しい差がみられる。その原因はなお今後の研究を

要するが，種子のすf旧など品質と低温処E曜による発芽の進行程度によって温度限界が異なるものと考えら

れる。

つぎに蒔付時期と無処fql種子の得苗数についてみると， 6 月および 7 月における各区の主立本数は 4 月

24 日 ~5 月 4 日間は 6 月および 7 月ともほぼ等しく生立本数は多いが， 5 月 9 日以降は蒔付時期がおくれ

るにしたがって生立本数は次第に減少している これを市川の地混と文J照してみると， 10 r侍の地温は 4

月初日から種子発芽の最低温度となり， 5 月 5 日まではlOn C で、ある そして 5 月 6 日以降 6 月 10 日

まで急に上昇し，ふたたび下っている 1 また， 14 時の地温は 4 月 25 日ころは1l0 C であり， 5 月 5 日

ころには 158 C になっている。したがって，生立木数の最大となる 4 月 25 日 ~5 月 4 日の地表温は 10 時

で 7つ~100C ， 14 時では 100~150C であって，この間無処理種子の発芽を最大にする時期である J

標準区における全苗木数に対する 9cm 以上の苗木の比率は 4 月 24 日 ~5 月 9 日の問はほぼ等しく 97

~99% となるが， 5 月 14 日以降は次第に少なくなる J すなわち，苗木の成長もまた 5 月 9 日以前，すな

わち早い方が良好であるコ

7 月の生立木数に 9cm 以上の苗木得苗率を乗じて各試験区の 9cm 以上‘の苗木の得苗数を算出した結

果によれば， 4 月 24 日 ~5 月 4 日 IJiJはほぼ等しく， 5 月 9 日以降の時付は次第に得苗数が少なくなる v

したがって，前木の成長の点を考慮しでも，無処斑種子は 4 月 25 日 ~5 月 4 日間，すなわち蒔付は早い

方がよいことになる。これは前年も同じ傾向にある、

低温処理種子の 6 月 18 日および 7 月 17 日における生立本数は 5 月 9 日蒔付の場合に最大になり，こ

れより先，あるいは後は次第に生立本数は少なくなるコそしてその時の地表温度をみると， 10 時に 18.6

o C , 14 時に 20.2 0 C でいずれもその先あるいは後の地温はf尽くなっている。

秋の標準区における 9cm 以上の得苗率は 5 月 4 日蒔付の場合に最大になっている これを 7 月の生立

本数に乗じて得た秋の 9cm 上の得苗数をみると， 5 月 9 日蒔f、Jの場合に最大になってその前後は次第に

得苗数が少なくなる i したがって，低温処rrHの蒔付時期は 5 月 9 日が最もよく，それより光か，あるいは

おくれるにしたがって得i'i'í数は少なくなる。

iii) 苗木の形態

先に設定した 10cmxl m の標準地内の全苗木のうち，首長 9cm 以上のものについて苗長 3cm 階

ごとの根元直径，校条数，主根長，側根数，地上部重量，地下部重量について調査した結果は次のとおり

である。

(a) 根元直径

首長階別根元直径の平均値は第 7 表のとおりである。

無処理種子の場合には同一苗長階の苗木の直径は蒔付時期による差が明らかに現われていない。

低温処理種子の場合も同様に蒔付時期による直径の差は明らかでない。

すなわち，カラマヅ苗木の肥大生長期は秋季であるために，蒔付時期のおくれた苗木の肥大成長に影響

しないものと考えられる v
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(b) 校条数

百長階別枝条数の平均値は第 8 表のとおりである υ

:t!~処珂l種子の;場合には 5 月 9 日蒔Hか，また，低温処理種子の場合には 5 月 14 日蒔付の lE木が一般に

校条数が少なく，これより蒔付時期が早くあるいは遅くなるにしたがって僅かに校条数も多くなる傾向が

あるが，料千j時期が早くなるにしたがって校条数が多くなるのは苗木の生育がよいためであり，また蒔付

時期がおくれるにしたがって校条数の多くなるのは， 5 月 19 日以降蒔10 の前木は一般に苗長が少さいた

めに苗木の占める空間が大きくなり，同一首長階の早く蒔付の苗木より校条数が多くなるものと思う

また，一般に低温処rr!I種子の苗木は無処E型種子の苗木より校条数が多い傾向があるが，それは低温処潔

区の苗木の生育が良好であることによると考えられる。
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第 8 表首長階別枝条数
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(c) 主根長

首長階別主れ(主主から地下に垂直に侵入している m:恨〉の長さの平均値は第 9 表のとおりである。

無処理種子の場合には各首長陪ごとの主根長は目寄付時期による差がきわめて少なく，一定の傾向が認め

られない。

低温処理種子の場合は 4 月 29 日以前に蒔付されたものがやや主根長が大きい傾向があるが，その後は

蒔付時期との関係が明らかでないこ

また，無処JfH;f重子と 1lí;温処fll1種子の同時に蒔付された1白木の主根長も差がないc
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(d) 側 1長数

百長階別側恨数の平均値は第 10 表のとおりであるん

第 10 表 側根数

首長階〔叫|刊百|初耳|仰 I 9/V I 14/V I 19/V I 判V I 29/V [ 3/V[ I 8/ロ
9~12 =~.~ i ~~.~ I ~~.~ I 1~.~ 19.0 20.0: 22.2 I 25.6: 28.0 

無 12~15 16.0 23.4 22.0 22.2! 23.0' 

15~18 25.4 25.3 23.2 I 20.3 20.3 22.0 ! 26.0 , 

処 18~21 21.6 26.8 25.0 21.2 23.0 28.0 28. 0 ~ 
21~24 22.5 I 25.5 I 30.8! 25.1 17.0 

理 24~27 23~ I 29~ I 二[一|
27~30 

9~12 18.8 I 18.0 16.5 

低 12~15 15.5 17.8 19.5 22.0 I 23.0 I 20.3 

温
15~18 27.8 21. 5 I 20.5 19.0 I 21. I I 20.8 23.0 ーー

18~21 24.7 24.1 24.0 18.2 18.2 27.4 21.5 
企店 21~24 27.0 27.6 26.0 22.4 20.8 

到! 24~27 26.0 21.0 19.0 20.0 I 25.0 
27~30 22.0 19.0 27.0 
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J無処浬種子，低温処理種子ともに 5 月 14 日まで蒔付時期の巡れるにしたがって側根数が少なくなるが，

その後は多くなる l その原因は 5 月 14 日以前の蒔付の苗木は蒔イJの早くなるほど生育期間の長くなるた

めに側筏数が多くなり， 5 月 14 日以降は成長が:l! く，ノj、形苗が多いために 1 本当りの生育領域が大きく

なるために側根数も多くなると考える。

(e) 地上部重量

苗長階別地上部重量の平均値は第 11 表のとおりである c

無処理種子，低温処理種子ともに 5 月 9 日以前の蒔付では各蒔付時期による重量の差は明らかでない

が， 5 月 9 日以降は特にノj、形苗において蒔付期のおくれにしたがって重量が多くなる傾向がある「しかし

ながら，蒔付時期のおくれによる重量の増加は苗木の密度によるものであるから，日等付時期と直接の関係

第 11 表 苗長階別地上部重量 (g)
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第 12 表 苗長階別地下部重量 (g)

24!N 29!IV 4!V' 9/V 14!V I 19!V 24!V 29!V I 3ハ 1 I 旬、1首長階 (cmJ
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はないものと考えられる。

また，一般にl首長 15cm 以下の苗木では，無処理種子による苗木は低温処理種子によるものと重量の

i症がないが， 15cm 以上の大形苗では低温処理種子による白木の重量が大きい。

( f )地ドf\i\重量

首長階別地下部の重量の平i勾直は第 12 表のとおりであるし

無処I甲種子，低温処理種子ともに 5 月 9 日以前の蒔付では重量の差がないが， 5 月 14 日以降は蒔付時

期のおくれにしたがし、軍最も大きくなる j しかしながら，その原因は地上部の重量と同様の斑由によるも

のと考えられる υ また，首長 18cm 以上の大形苗では無処E現種子は 5 月 4 日以前，低温処照種子は 5 月

9 [j 以前にff~{すじたものが大きい偵を示すが，その後の碍付l!itjは同じ首長であっても重量が少ない勺

111 総括

以 kの 2 カ "rHiJの成績について総括すれば次のとおりである"

1. 発芽所要日数と地湿の関係

Tìíj;il~の 2 カ年 4liJJの試験において発芽所要日数と最も関係の深い探j克要素は地温であったので，これを

まとめてみるとカラマツ種子は発芽促進の方法により異なるが，早春時付した場合に温度の影響を強くう

ける期間があると考えられる。すなわち，無処即種子では 27 年には 4 月 25 日まで地湿の上昇にしたが

って発芽所要日数は次第に少なくなるが 4 月 25 日以降は地温は上昇しても発芽は早くならないつまた，

28 年には 5 月 14 日まで地温の上昇にしたがって所 I~ 日数は少なくなる。 27 年の埋蔵処理種子では 5 月

10 日まで地温の ι昇に従い所要日数が少なくなっているが， その後は地温が上昇しでも所要日数が少な

くならないけ このように地混の影響を強くうける時期は年により， また発芽促進の方法によって異なる

が 2 カ年の試験のilia聞においては剤、処理種子は 27 年に 4 月 25 日， 28 年に 5 月 14 日(ただし，地温 5

月 9 日以降は上昇しなかった)，砂中埋蔵種子は 27 年に 5 月 10 日となったごしかしながら，低温処理種

子は発見5所要日数が 5 月末まで次第に少なくなったが，発:!f前の平均地温，積算温度カ‘らみて地温の影響

は 5 月 4 日までと考えられる つぎにこの地温の影響する期II[Jを過ぎた後の所要日数の少なくならない原

因については， 27 年はこの期間後は地温は上昇しているにかかわらず蒔付した種子は無処理種子，砂中

昭蔵種子ともに 6 月になって発芽するので地温以外の要素，すなわち土撲の乾燥等が地温より強く影響し

て発芽をおくらせていると考えられる勺 また， 28 年は無処現種子が 5 月 14 日以降の蒔付種子の発:51::が

早くならないのは， :l也温が 5 月 14 日以降上昇しなかったことと，土壌の乾燥なとが考えられる。また，

低温処理種子が 5 月 9 日以降地温が上昇しないにもかかわらず所要日数が徐々に少なくなったのは，低温

処理中，発芽の進行が行われるため蒔付後早く発芽すると思う。

2. 発芽数と1也湿の関係

発芽木数と蒔付時期の関係はすでに述べたように，蒔H時期により，また低温処理，砂中埋蔵無処理の

聞に著しい差が見られ必ずしも発芽の早さとは一致していない士すなわち，無処理種子の場合には 27 年

は蒔付時期のおくれるにしたがし、発芽本数は少なくなり， 28 年は 4 月 24 日 ~5 月 4 日聞が最も多く，そ

の後は蒔付時期がおくれるにしたがって発芽本数は少なくなる c しかるに，低温処理種子は 5 月 9 日が最

多であって， これより蒔付時期が早くなってもあるいは遅くなっても発芽本数は少なぐなっている。 ま
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7こ砂中埋蔵種子は，はじめは無処JQ!種子と同じ傾向をもってmjH時期がおくれるにしたがし、発芽数も少な

くなるが 5 月 10 日には低温処rQlの種子の発;庄の傾向にしたがし、ふたたび多くなり，後また徐々に減少す

ーヲ今加盟議

すな

わち，FET促進を行わない場合には，時f0時期f:J:.早

る?これを図示すれば第 5 図のようになる

品
計
芽
木
数

いほど発;!f数は多くなり，低混処理を行った場合

にはある時矧に，すなわち地温がある科医 k昇し

た後に蒔イ、j じた方が発芳二数が多くなる。し泊、るに，

う/v砂中埋蔵処Jl:つ種子は発芽[巴江主が充分て、ないため
6寄付隣期

に，はじめ地混の低L 、問は，1~)(Iwnと同じ傾向をと

jPhJ時期と発ザ数の関係第 5 図るが，地温が次第に上昇4するにつれて発~o:促進が

この発芽の傾向と充分に行われるようになるために，低温処照種子の発芽の傾向 ~，_:_!fるものとみられる

発芽所要日数および地混との関係についてみると，無主JHIJl種子の嶋合、こは発芽!肝要日数は長くなるが， ;世

温の低い [:11，すなわち早く蒔付した方が発亦数は多くなることになり， í氏温処珂i種子の場合には地温が発

芥所要日数に;問時iする期限の直後 (28 年は 5 月 9 日，地23Lは 10 時， 18.6 C , 1411寺 20.2 C) が発芽本

数を最大にすることになるつし力、しながら，砂中埋蔵種子の場合には発芽数を多くする時十j時期は 2 lfilあ

って， 1 同は無主J]，rQ[種子と同様に地温の低い 4JJ 上旬で， (也は低温処JJH種子と同じ H寺期，すなわち地混が

発芽所要日数を最少にする H寺期 (27 年は 5 月 10 日，地i昆は 10 11寺 1 1. 1 C , 14 時 14.3 C) であるべ

苗木の成長3. 

苗木の成長は，発::;Fの早L 、ほど良好となることは当然考えられるが，白川の経済的経営を行う場合には

7立木の大きさには限県がある f すなわわ，首長が大きくなれば単位面積当りの生立本数は少なくなるが，

E見在の17i木の市(!TIîでは，市長 9cm (、 3古河木の佃l絡はそれにともなって高くなることはないからである

9cm 以上では首長がそれ以上大きくても 1if1î絡は高くならないので， -iY� 寸〉以下では商品側値はないが，

木の生産費を最も安(Illjにかつ床替nn'ü木の形態としても 9~12cm が泊当である ν したがって，この試験

の場合に 9 Cl11以上の白木のよ1:立木数に対する比率をもって苗木の成長を比較すれば次のようになる

27 年は首長の限界を 10 cm として淵'企したが， lOcm 以上の苗木の得前半は無処理種子， ~自主処照種

28 年は 9cm 以上のIR木の比ギを開資したが，無処珂!種子ともに時間!封切の早L 、はど多くなっている

しカ、も著しく得前半が大きいが子，低温処阻種子ともに 5 月 9 日以前の持付の場合には各IC!\の r~がなく，

5 月 14 日以降は蒔f0時期がおくれるに従って 9cm 以上の得苗ギは少なくなる傾向がみられる。苗木の

成長は蒔即時期以外に肥培管1'1][によっても異なるが，同じ管'J司1のもとでは蒔HII寺期が早いほど成長はJ'.k好

である υ ただし， 28 年は 9cm 以上の苗木の得苗率は 5 月 9 日以前では斐りないといえる乙

秋の得苗数4. 

秋における 9 cm (27 年は lO cmj 以上の苗木の収得数と蒔付時期の関係は次のとおりである:

10cm 以上の苗木の得苗率ともに蒔付時期の早いほど大きくな27 年は発芽本数，無処理種子では，

したがって，秋の 10cm 以上の苗木の収得数もまた蒔付1時期が早いほど大きくなった。 28 年ったので，

は 27 年とほぼ同じ傾向であったが，発芽本数は 5 月 4 日以前 9cm 以上の得苗率は 5 月 9 日以前は差が

ないために 5 月 4 日.lX~iîの蒔付の場合には秋の 9cm 以上の苗木の収得数に差がなかったっ
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砂中埋蔵処理!種子発ヲt数が 3 月 26 日と 5 月 10 日の 2 凹多くなっているので，秋の 9cm 以上の1j'1木

の収得数が 3 月 26 日と 5 月 10 日の 2 回となった しかしながら，その数値において 3 月 26 日時付の

方がはるかに苗木収得数が多いが，当地方では 3 月初日. 4 月 10 日は苗畑は融雪直後であって一時付は

困:妙である乙

低温処理種子の場合は発穿数が 3 月 9 日時付の場合に最大になり，苗木の成長はそれ以前の蒔付と差が

ないために，秋の 9cm 以トーの苗木収得数は 5 月 9 日蒔付の;場合に最大となったこ

W 摘要

カラマ γ の春闘ーにおける無処理種子，砂中埋蔵処Jill. 低温処Jm種子の蒔手F侍期と得75数との関係につい

て. 27 , 28 年の 2 カ年の試験結果を要約すれば次のとおりである d

1) 発芽所要日数は種子の処理の有無に関係なく早春地湿の影響を強くうけ，地温が上昇するにしたが

って発芽所要日数が短かくなる期間がある。その期間の長さは種子の処理方法，年によって異なり，無処

1m種子では 27 年は 4 月 25 日. 28 年は 5 月 14 日であった、また，砂中埋蔵種子は 27 年に 5 月 10 日，

低温処理種子は 28 年 5 月 4 日と考えられる。この期間後に跨{~すると発芽所要日数は蒔付時期がおくれ

るにしたがって多くなる。ただし，低温処理種子は処理中に発芽の進行が進むために，地温に関係なく発

芽所要日数は蒔付時期がおくれるにしたがって少なくなっt.:.o

2) 発芽本数と務付時期の関係は必ずしも発=5-r所要日数とー致しないc 無処理品種子では蒔付時期が早い

ほど発芽本数は多くなるが，低温処理種子では地温が発亦所~~契日数に影響する期IIlJの直後，すなわち. 5 

月 9 日に最大になる。砂中埋蔵種子では蒔付時期の早い場合と地温が発芽所要日数に影響する期間の直後

日月 10 日〕の 2 回の発芽数を多くする時期がある。

3) 苗木の成長は処迎1，無処浬種子とも蒔付時期が早L、ほど良好である。

4) 秋における床替fIJ苗木の収得数の多い時期は種子の発芽数の多い時期と一致する。砂中埋蔵処理種

子の得百数の多い時期は種子の発芽本数の多い時期と一致するビ
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The results of these experiments on the tree percents of stimulated and 

nonstimulated larch seeds sowed at fixed intervals on seed bed in spring are 

as follows: 

1). The larch seeds used for this experiment were nonmanaged, stimulated 

in sand for ten c1ays at nursery, and stimulatec1 by colc1 temperature for two 

months. The experiment was carried for two years 1952~1953. 

2). Perioc1s of germination (from sowing to germination) shortenec1 accorc1ing 

to the lateness of sowing anc1 the rise of soil temperature. But ther巴 were

peculiar times; after those times the perioc1s of germination were diminishec1 no 

more. Anc1 those peculiar times appearec1 on 25 th April 1952 in the nonmanagec1 

seeds, and on 10 th May for stimulated seec1s in sanc1; on 14 th May 1953 for 

nonmanagec1 seeds and on 4 th May for stimulated seeds by colc1 temperature. 

But as to the stimulatec1 seeds by colc1 temperature , germination perioc1s were 

shortenec1 accorc1ing to the lateness of sowing time , anc1 the reason for c1iminition 

seems to be that the germination of seec1s were stimulatec1 in colc1 temperature 

anc1 not controlec1 by the other environmental facters such as dryness of the soils. 

3). These relations between the gennination number and the sowing times 

were not equal to those between the per旬c1s of the g目立lÏnation anc1 the sowing 

time. Regarc1ing the nonmanaged seec1s , the germination number was c1iminishec1 

accorc1ing to the lateness of sowing time , anc1 the stimulated seec1s by colc1 

temperature , the gennination number was highest on 9 th May. But as to stimuｭ

latec1 呂田c1s in sanc1, the germination number was c1iminished accorc1ing to the 

lateness of sowing time , similar to nonmanagec1 seeds in April , anc1 increasec1 

again on 10 th May like the stimulated seeds by cold temperature. 

4). The height growths of seec11ings were decreasec1 according to the lateness 

of sowing time. 

5). As to the number of adaptable seedlings for transplanting in Autumn, 
the relations of the numbers to sowing times were the same as the relations of 

germination numbers to sowing times. 


